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■第３次狭山市総合振興計画の構成

基
本
構
想（
素
案
）の
概
要（
計
画
期
間
・
平
成
13
〜
27
年
度
）

の実現のため

市
で
は
、
現
在
、
２１
世
紀
初
頭
を
展
望
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
第
３
次
狭
山
市

総
合
振
興
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
基
本
構
想
」
と
「
前
期
基
本
計
画
」
の
素
案

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

将
来
像
で
あ
る
「
緑
と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

や
お
考
え
を
伺
い
、
よ
り
よ
い
計
画
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

2

第
３
次
狭
山
市
総
合
振
興
計
画
の
「
基
本
構
想
」
と
「
前
期
基
本
計
画
」
へ
の

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
愛
着
を
持
っ
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
、
活
力
と
魅
力
あ
る
自

立
性
に
富
ん
だ
２０
万
都
市
を
目
指
し
て
、

次
の
５
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
理
念
�
環
境
と
共
生
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念
�
と
も
に
さ
さ
え
あ
い
、
だ
れ

も
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

基
本
理
念
�
快
適
な
生
活
空
間
や
活
力
あ

る
産
業
が
創
出
す
る
自
立
性
の
高
い
ま
ち

づ
く
り

基
本
理
念
�
入
間
川
に
人
が
集
い
、
ま
ち

の
拠
点
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
ま
ち
づ
く

り基
本
理
念
�
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
培
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

■
将
来
像

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
も
と
に
狭

山
市
の
将
来
像
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

「
緑
と
健
康
で
豊
か
な
文
化
都
市
」

緑
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ま
ち

●
入
間
川
や
平
地
林
な
ど
の
水
と
緑
の
保

全
を
優
先
し
、
こ
れ
と
共
生
す
る
ま
ち

●
リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
に
よ
る
省
資
源
・
循
環
型
の
ま
ち

健
康
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ま
ち

●
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
だ
れ
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

豊
か
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ま
ち

●
産
業
が
発
展
し
、
交
流
が
盛
ん
で
活
気

に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

●
都
市
機
能
が
整
備
さ
れ
、
安
全
で
快
適

な
環
境
の
な
か
で
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち

文
化
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ま
ち

●
心
の
豊
か
さ
や
地
域
社
会
で
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
創
造
性
豊
か
な
手
づ
く

り
の
市
民
文
化
が
育
つ
ま
ち

■
将
来
人
口

本
構
想
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
２７
年

度
の
将
来
人
口
を
、
お
お
む
ね
１９
万
人
と

想
定
し
ま
す
。
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▲水辺で遊ぶ子どもたち

3

▲笑顔がすてきな高齢者の皆さん

前
期
基
本
計
画（
素
案
）の
概
要（
計
画
期
間
・
平
成
13
〜
17
年
度
）

将
来
像
に
あ
る
「
緑
」、「
健
康
」、「
豊

か
」、「
文
化
」
の
項
目
ご
と
に
、
主
な
施

策
（
平
成
１３
年
度
か
ら
１７
年
度
ま
で
の
５

年
間
に
進
め
る
も
の
）
を
示
し
ま
す
。

緑
に
関
連
す
る
主
な
施
策

１

人
と
自
然
が
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り

（１）
環
境
管
理

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展

が
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
環

境
の
保
全
と
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民

生
活
や
経
済
社
会
活
動
を
環
境
に
や
さ
し

い
も
の
に
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
共

生
都
市
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
環
境
保
全
創

造
行
動
計
画
）
さ
や
ま
21
の
策
定
と
推
進

（２）
緑
の
拠
点
づ
く
り

平
地
林
や
斜
面
林
な
ど
に
つ
い
て
、
地

域
制
緑
地
の
指
定
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

特
に
保
全
す
る
必
要
性
の
高
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
公
有
地
化
を
図
り
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
ま
す
。
智

光
山
公
園
な
ど
の
大
規
模
公
園
を
緑
の
拠

点
や
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
機
能
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地
な
ど
の
指
定

の
拡
大

・
緑
地
の
公
有
地
化
の
推
進

・
稲
荷
山
公
園
（
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
）
の
県

営
公
園
と
し
て
の
整
備

（３）
水
辺
環
境
の
保
全
と
創
造

多
様
な
生
物
が
生
息
で
き
る
水
辺
環
境

を
整
備
し
、
保
全
す
る
と
と
も
に
、
人
々

が
集
い
憩
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
の
形
成

を
図
り
ま
す
。

・
入
間
川
桜
並
木
の
整
備

・
不
老
川
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
整
備

２

省
資
源
・
循
環
型
の
都
市
づ
く
り

（１）
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

市
民
生
活
や
産
業
活
動
に
お
い
て
、
ご

み
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
発
生

す
る
ご
み
に
つ
い
て
も
、
資
源
化
物
の
分

別
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
拡
大
し
、
資
源

循
環
型
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立

（２）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

市
民
生
活
や
産
業
活
動
の
各
分
野
で
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極

的
な
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
促
進
制
度
の
創

設（３）
雨
水
活
用

雨
水
を
適
正
に
処
理
し
、
地
下
水
の
か

ん
養
な
ど
を
図
る
た
め
、
雨
水
の
地
下
浸

透
や
貯
留
水
の
有
効
利
用
な
ど
を
促
進
し

ま
す
。

・
雨
水
の
有
効
活
用
の
促
進

健
康
に
関
連
す
る
主
な
施
策

３

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

安
心
の
暮
ら
し
づ
く
り

（１）
生
き
が
い
づ
く
り

高
齢
者
が
持
つ
知
識
や
経
験
が
社
会
の

な
か
で
生
か
さ
れ
、
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

・
高
齢
者
能
力
活
用
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
シ
ル
バ
ー
福
祉
村
の
整
備

（２）
地
域
福
祉

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
住
民
の
理
解
と

参
加
の
も
と
に
良
好
な
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
形
成
を
図
り
、
住
民
が
と
も
に
さ
さ

え
あ
う
地
域
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
痴
呆
性
高
齢
者
や
知
的
障
害

者
な
ど
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
公
正
に
監
視
し
、
苦
情
を
調
整
す
る
た
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▲躍進する「さやま」

4

め
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

・
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

・
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
の
導
入

・
総
合
福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備

（３）
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
安
心
し

て
自
宅
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

在
宅
介
護
を
総
合
的
に
支
援
す
る
拠
点
施

設
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
の
生

活
が
困
難
な
高
齢
者
の
た
め
、
介
護
施
設

や
生
活
支
援
施
設
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
が
住
み
や
す

い
住
宅
の
確
保
を
促
進
し
ま
す
。

・
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備

４

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
豊
か
に
育
む
環
境
づ
く
り

（１）
子
育
て
環
境
づ
く
り

家
庭
に
お
け
る
子
育
て
や
、
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
で
子
育
て

を
さ
さ
え
あ
う
仕
組
み
を
充
実
し
て
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
乳
幼
児
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備

・
子
ど
も
の
人
権
の
保
護

（２）
健
全
育
成

子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
創
造
性
を
伸
ば

し
、豊
か
な
心
や
生
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

い
じ
め
を
根
絶
し
、
不
登
校
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向

上
を
図
り
、
地
域
社
会
へ
の
理
解
と
参
加

を
通
じ
て
、
社
会
で
生
き
る
倫
理
観
を
醸

成
し
ま
す
。

・
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
教
育
に
お
け
る
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

・
青
少
年
の
地
域
活
動
の
促
進

豊
か
に
関
連
す
る
主
な
施
策

５

人
々
が
集
い
、
働
き
、

暮
ら
し
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

（１）
ま
ち
の
拠
点
の
整
備

駅
周
辺
な
ど
に
ま
ち
の
拠
点
を
形
成
し
、

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
の
集
積
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
拠
点
を
道
路

網
の
整
備
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
住
宅
市
街
地
の
形

成
な
ど
を
通
じ
て
、人
口
の
集
積
を
図
り
、

自
立
性
の
高
い
都
市
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
狭
山
市
駅
西
口
周
辺
地
区
の
整
備

・
狭
山
市
駅
東
口
周
辺
地
区
の
整
備

・
入
曽
駅
東
口
地
区
の
整
備

・
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域

の
整
備

・
入
間
川
・
沢
地
区
の
整
備

（２）
拠
点
機
能
の
強
化

�
入
間
川
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

狭
山
市
駅
周
辺
地
区
か
ら
入
間
川
商
店

街
を
経
て
入
間
川
に
至
る
空
間
を
連
続
的

に
と
ら
え
て
、
商
業
の
活
性
化
と
市
街
地

の
整
備
改
善
を
一
体
的
に
進
め
、
回
遊
性

の
あ
る
都
市
空
間
を
形
成
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
入
間
川
周
辺
に
、
入
間
川
の
歴
史
や

文
化
を
生
か
し
て
、
人
々
が
集
い
憩
う
こ

と
が
で
き
る
空
間
を
形
成
し
ま
す
。

・
入
間
川
セ
ー
ヌ
構
想
の
策
定
と
推
進

�
産
業
の
振
興

新
成
長
分
野
産
業
な
ど
の
誘
致
や
創
造

に
取
り
組
む
中
小
事
業
者
の
育
成
を
進
め
、

地
域
産
業
の
活
性
化
や
高
度
化
を
図
り
ま

す
。圏

央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域

や
既
存
の
工
業
団
地
の
周
辺
に
つ
い
て
、

新
た
な
産
業
拠
点
の
形
成
や
既
存
の
産
業

拠
点
機
能
の
拡
充
を
図
り
、ま
た
、中
小
企

業
の
経
営
の
近
代
化
に
向
け
て
、
異
業
種

間
交
流
や
融
資
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

各
商
業
拠
点
で
は
、
商
業
機
能
の
充
実

や
商
業
環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
商
業
空
間
の
形
成

を
図
り
ま
す
。

・
新
成
長
分
野
産
業
創
出
支
援
制
度
の
創

設・
地
域
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備

・
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

�
住
宅
対
策

多
様
で
良
質
な
民
間
住
宅
の
供
給
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
住
み
よ
い

住
宅
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
公
的

賃
貸
住
宅
の
供
給
を
進
め
て
、
快
適
な
住

生
活
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多
様
な
住

宅
の
供
給
の
促
進

・
良
質
な
公
的
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
推
進

�
地
域
情
報
化

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
な
ど
の
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
を
促
進
し
、
市
民
・
企
業
・
行

政
な
ど
を
結
ぶ
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
て
、
便
利
で
情
報
豊
か
な
市
民

生
活
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
と
推
進

・
地
域
情
報
拠
点
施
設
の
整
備
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■
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

８
月
３１
日
�
ま
で
に
手
紙
や
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
企
画
課
（
〒
３
５
０－

１
３
８
０

入
間
川
１－

２３－

５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
５
４－

６
２
６
２
）
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
企
画
課
へ
内
線
７
１
３
２
・
７
１
３
４

６

快
適
で
便
利
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（１）
道
路
網
の
整
備

市
内
の
主
要
な
拠
点
間
を
１５
分
以
内
で

結
ぶ
た
め
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

身
近
な
生
活
道
路
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
歩
行
者
の
立
場
に
立
っ
て
歩
道
な
ど

を
整
備
し
、
道
路
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
国
道
16
号
の
整
備
（
鵜
ノ
木
交
差
点
〜

入
間
市
境
）

・
東
京
狭
山
線
の
整
備（
国
道
16
号
以
南
）

・
県
道
所
沢
狭
山
線
の
整
備
（
入
曽
駅
入

口
〜
所
沢
市
境
）

・
柏
原
新
狭
山
線
の
整
備
（
国
道
16
号
〜

柏
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

・
狭
山
市
駅
霞
野
線
の
整
備
（
狭
山
市
駅

西
口
〜
県
道
中
新
田
入
間
川
線
）

・
新
狭
山
駅
南
口
線
の
整
備
（
新
狭
山
駅

南
口
〜
工
業
団
地
日
高
線
）

（２）
公
共
輸
送
の
充
実

利
用
者
の
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
鉄
道
の
輸
送
力
の
増
強
や
バ

ス
輸
送
の
拡
充
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
だ
れ
も
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
駅
施
設
や
バ
ス
施
設
の
整

備
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

・
公
共
交
通
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

文
化
に
関
連
す
る
主
な
施
策

７
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
培
わ
れ
た

ま
ち
づ
く
り

（１）
協
働
の
し
く
み
づ
く
り

市
民
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
市
民
・
企
業
・
行
政
な
ど
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
さ
さ
え
ら
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社

会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促
進
（
ま

ち
づ
く
り
市
民
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
）

・
行
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進

・
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進

（２）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

環
境
、
福
祉
、
都
市
づ
く
り
、
教
育
、

防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（３）
協
働
の
拠
点
づ
く
り

市
民
、
企
業
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

よ
り
拡
大
し
、
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
拠

点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

・
地
域
交
流
拠
点
の
整
備

・
市
民
交
流
拠
点
の
整
備

・
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
の
整
備

８

創
造
性
豊
か
な
手
づ
く
り
の

市
民
文
化
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

（１）
市
民
文
化

文
化
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
な
か
で
、

市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
し
、
創
造

性
豊
か
な
市
民
文
化
を
育
み
ま
す
。ま
た
、

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
、
文

化
財
資
料
を
収
集
し
保
存
す
る
と
と
も
に
、

広
く
公
開
し
ま
す
。

・
文
化
関
連
施
設
の
整
備

・
史
跡
公
園
の
整
備

（２）
国
際
交
流

国
外
都
市
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通

じ
、
市
民
の
国
際
感
覚
や
異
文
化
の
理
解

を
醸
成
し
ま
す
。

・
国
際
交
流
拠
点
施
設
の
整
備

・
外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

（３）
生
涯
学
習

生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
の
提
供
体
制

の
充
実
や
学
習
の
成
果
を
生
か
せ
る
機
会

の
拡
充
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
多
様
な

生
涯
学
習
を
促
進
し
、
生
涯
に
わ
た
り
、

だ
れ
も
が
自
由
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
生
涯
学
習
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備

・
第
２
図
書
館
分
館
の
整
備

（４）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

へ
の
参
加
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
充
実
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
り
、

だ
れ
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

・
公
式
野
球
場
の
整
備

・
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
会

場
の
整
備
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